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１．児童館条例改正の背景と目的  

（１）背景  

①  児童館の現状と課題（「子どもまんなか大作戦」（令和 7 年 3 月策定）より）  

児童虐待や不登校児の増加、子どもの貧困などが顕著になり、それに伴い、支援が必要な

子どもに関わる、機関との連携・対応が今まで以上に求められるようになりました。 

加えて、令和 2 年からの新型コロナウイルスのまん延により、閉塞的な生活が余儀なくさ

れた小・中・高校生世代にとって、第 3 の居場所（サードプレイス）の存在が必要であるこ

とも分かってきました。学校でも、家庭でもなく、別の人間関係、子ども社会がある居場所

は、子どもの重要な息抜きの場になっています。サードプレイスは、困った時に身近で一緒

に考えてくれる人＝ななめの関係の人が存在する場であり、地域の人々との繋がる場、ま

た、閉塞し孤立する生活を開放させる貴重な場となっています。 

さらに、子どもたちを取り巻く環境も急速に情報化社会が進み、ICT の進化なども見られ

ます。Wi-Fi やタブレット等のツール、ICT に関する職員スキルなども、今後の児童館に必

須の項目となってきています。 

多様性が重んじられる時代への変化に伴い、（LGBTQ、ノーマライゼーション、外国に

ルーツのある人への対応等）全ての子どもにとって安心した居場所となり、子どもに関わる

市民に開かれた場であることが、これからの児童館に求められています。 

②  国の動向（こども基本法の施行とこども家庭庁の発足）  

国においては、全ての子どもが、将来にわたって幸福な生活を送ることができる社会の実現

を目指し、子ども施策を社会全体で総合的かつ強力に推進していくための包括的な基本法とし

て、「こども基本法」が令和５年４月に施行されました。さらに、同月には「こども家庭庁」

が発足し児童館の所管も厚生労働省から子ども家庭庁へと移管されました。 

児童館においてもこの「こども基本法」に基づいた運営が求められています。中でも「子ど

もの声を取り入れた運営」や「体験格差を是正するため家庭では得られない体験」の機会を与

える事業、「誰もが利用できる居場所」、そして、それをサポートする専門職の存在がより必

要となってきています。 

さらに、こども基本法等に基づき子どもの居場所としてのさらなる機能強化が期待されてい

ることを踏まえ、令和 7 年 4 月には「児童館ガイドライン」も改正されました。 

③  市の方針（「子どもまんなか大作戦」の策定）  

子どもたちを取り巻く環境の変化への対応やこども基本法に基づいた運営を目的に、児童

館では、令和 7 年 3 月に、今後の児童館の方針を定めた『「子どもまんなか大作戦!!」日野
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市の児童館 今後の展開（令和 7 年度～令和 11 年度）～いつだって子どもの味方！みんな

つながる児童館～』を策定しました。5 つの基本方針、①子どもの声を活かすこと②児童館

が子どもを中心としたネットワークの要となること③建て替え後のまんがんじ児童館をセン

ター館と位置づけ、市内児童館の統括を行うこと④福祉的機能を強化すること⑤中高生世代

の対応を強化すること、に基づいて事業展開をしていくことを定めています。 

策定に当たっては、全児童館から職員が参加するプロジェクトチームで 22 回の検討委員

会を実施し、児童館がどのような場所だったらよいかなど、子どもの声を直接聞いて方針に

反映させました。 

（２）目的  

背景を踏まえ「子どもまんなか大作戦」で定めた児童館運営を具体的に進めていくため、

運営にあたっての基本ルールなどを定めることを目的に、児童館条例の改正を行います。 

また、本条例では、児童館とともに学童クラブ事業についても定めていることから、今回

の改正に合わせ、学童クラブに関する内容についても、必要な改正を行うものです。 
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２．児童館条例改正案の概要  

（１）令和９年度より、日野市立まんがんじ児童館を「センター館」と位置づ

け、センター館を中心に市内全児童館で相談・つなぎ機能を強化し、どの

地域の子どもも切れ目なく支援を受けられるよう、市内児童館の役割や分

類等について、再構築を行います。  

（対象条文：新第 3 条、新第 3 条の 2、新第 4 条） 

【令和８年度まで】 

地域型児童館：７館（下記以外） 

基幹型児童館：３館（あさひがおか児童館、さかえまち児童館、ひらやま児童館） 

【令和９年度から】 

センター館 ：１館（まんがんじ児童館） 

基幹型児童館：４館（あさひがおか児童館、さかえまち児童館、ひらやま児童館、みさ

わ児童館） 

児童館   ：５館（下記以外） 

≪令和 9 年度以降の児童館組織イメージ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

… 公設公営 … 指定管理者

… 運営委託事業者

　●センター型→地域に根付いた児童館運営・中高生世代対応児童館の拠点

　　　　　　　　市民向けボランティア向けの研修の充実・他機関（他施設・他市も含む）からの相談窓口

　　　　　　　　近隣大学とのパイプ役等

　●基幹型　　→地域に根付いた児童館運営・エリアマネージャーを配置した学童クラブ運営の充実

　　　　　　　　日野市全体の児童館運営の充実・新たな取り組みなど実働隊・児童館の意見集約やとりまとめ

　●地域型　　→地域に根付いた児童館運営

　　　　　　　　児童館組織図

sセンター型
まんがんじ児童館

s基幹型

あさひがおか児童館

s基幹型

さかえまち児童館

s基幹型

ひらやま児童館
※ みさわ児童館

s地域型

たまだいら

児童館

s地域型

しんめい

児童館

s地域型

ひの

児童館

さくら第二

学童クラブ

あさひがおか

学童クラブ

五小

学童クラブ

さくら第一

学童クラブ

旭が丘東

学童クラブ

たきあい

学童クラブ

たけのこ

学童クラブ

東光寺

学童クラブ

ひのだい

学童クラブ

四小

学童クラブ

一小

学童クラブ

ふたば

学童クラブ

四小あおぞら

学童クラブ

七小

学童クラブ

しんめい

学童クラブ

豊田小いなほ

学童クラブ

平山小

学童クラブ

豊田小たんぽぽ

学童クラブ

豊田小すみれ

学童クラブ

つくし

学童クラブ

南平小

学童クラブ

じゅんとく

学童クラブ

三沢

学童クラブ

万願寺

学童クラブ

たかはた

学童クラブ

八小

学童クラブ

夢が丘小

学童クラブ

七生緑小

学童クラブ

子育て課

s地域型

みなみだいら

児童館

s地域型

もぐさだい

児童館

南平小よつば

学童クラブ

※みさわ児童館は条例改定時

に基幹型へ移行予定。
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（２）中高生世代の声を活かした居場所づくりを全児童館で推進し、中高生世代

にも児童館が居場所の一つとなることを周知するとともに、特にたまだい

ら児童館、みなみだいら児童館及び（１）で規定したセンター館のまんが

んじ児童館については、「中高生対応館」として位置づけ、開館時間の延

長や日曜日開館など、中高生の対応により力を入れることを規定します。  

（対象条文：新第 4 条の 2、新第 6 条、新第 7 条） 

【中高生対応館とそれ以外の児童館の開館日及び開館時間の違い】 

ア）中高生対応館  

開館日：火曜日から日曜日 

開館時間：午前 9 時 30 分から午後 7 時まで（センター館の土日を除く） 

イ）中高生対応館以外 

開館日：月曜日から土曜日 

開館時間：午前 9 時 30 分から午後 6 時まで 

※中高生対応館も、従来通り、0 歳から 18 歳までの子ども及び保護者は利用すること

が可能です。 

（３）付則で規定していた学童クラブ事業の特例について、規則で規定する。  

（対象条文：旧付則第 4 項） 

（４）付則で規定していた学童クラブの延長育成について、本則に規定すること

とします。  

（対象条文：新第 7 条、新第 11 条） 
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1. 日野市立児童館条例（改正案）  

見方（新旧対照及び改正の解説）  

・改正後の新しい条例（以下「新条例」という。）の文を上段の青枠に、改正前の古い条例

（以下「旧条例」という。）の文を下段の赤枠に記載しています。改正した部分には下線を

引いています。 

・新しく追加した条文は、青枠（「新」）に新たしい条文を記載し、赤枠（「旧」）に「（新

設）」と記載しています。 

・削除した条文は青枠（「新」）の欄に「（削除）」と記載し、赤枠（「旧」）の欄に古い条

文を記載しています。 

・改正のなかった条文は、緑の枠に現在の条文をそのまま記載しています。 

・各条文の次に、「解説」として、改正や条文の意図を説明する囲み記事を設けています。 
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改正案  

本文  

新 

（趣旨） 

第１条 この条例は、児童の健全な育成を図り、児童福祉の増進に資するため、児

童福祉法（昭和 22 年法第 164 号。以下「法」という。）第 40 条に規定する児童

福祉施設として児童館並びにこれらの分室を設置し、それらの管理運営並びに放

課後児童健全育成事業（法第６条の３第２項に規定する放課後児童健全育成事業

をいう。以下「学童クラブ事業」という。）について必要な事項を定める。 

 

 

旧 

（趣旨） 

第１条 この条例は、児童の健全な育成を図り、児童福祉の増進に資するため、地

域の子育て子育ち総合施設としての基幹型児童館及び児童の身近な地域センター

としての地域型児童館並びにこれらの分室を設置し、それらの管理運営並びに放

課後児童健全育成事業（児童福祉法（昭和 22 年法律第 164 号）第６条の３第２項

に規定する放課後児童健全育成事業をいう。以下「学童クラブ事業」という。）及

び放課後子ども教室事業（以下「ひのっち事業」という。）について必要な事項を

定める。 

  

解説  

第 1 条では、児童館とその分室を設置し管理運営をすること、並びに学童クラブ事業につ

いて定めていることを規定しています。 

旧条例では施設区分や事業が明記されていましたが、改正後は児童福祉法第 40 条に規定す

る「児童福祉施設」として整理し、条文を簡潔にしました。各児童館の役割や機能について

は、次条以降の条文で記載しています。 

また、放課後子ども教室（ひのっち）については、旧条例で「必要な事項を定める」としつ

つも、実際には要綱に基づいて実施しており、事業の運営自体は条例事項ではありませんで

した。そこで、今回の改正に合わせ、事業の定めは要綱に統一するため、放課後子ども教室

に関する規定を削除し、新条例の 5 条の 2 にて、児童館側から見たひのっちとの連携につい

てのみ、規定することとします。 
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新 

（構成） 

第２条 別表第１に定める地域型児童館、別表第２に定める基幹型児童館、別表

第３に定めるセンター館及び別表第４に定める分室をもって日野市立児童館

（以下「児童館」という。）として構成する。 

  

旧 

（構成） 

第２条 別表第１に定める基幹型児童館、別表第２に定める地域型児童館及び別

表第３に定める分室をもって日野市立児童館（以下「児童館」という。）とし

て構成する。 

  

解説  

第 2 条では、児童館の構成を示しています。 

改正により「センター館（別表第３）」が新設され、基礎的機能を持つ地域型児童館、よ

り広範囲の地域の統括を行う基幹型児童館、すべての児童館の中心となるセンター館と、学

童クラブ事業を行う分室、の４種類から構成されることを規定しています。 

この体系により、センター館を中心とした施設運営を図ることを目指します。 

 

新 

（地域型児童館） 

第３条 地域型児童館は、児童の身近な施設として、次に掲げる事業を行う。 

(1) 遊びを通じた児童の育成及び育ちの支援に関すること 

(2) 児童の居場所の提供に関すること。 

(3) 児童の声を聴く取組の実施に関すること。 

(4) 児童の相談及び福祉的な課題への対応に関すること。 

(5) 子育て支援及び子育てに関する相談に関すること。 

(6) 食育の推進に関すること。 

(7) 地域における児童の健全育成の環境づくりに関すること。 

(8) 子育て支援団体その他の関係団体との協働及びその支援に関すること。 

(9) ボランティア等の育成及び活動支援に関すること。 

(10) 関係機関との連携に関すること。 

(11) 第５条の２に規定するひのっち事業との連携に関すること。 

  

旧 

（地域型児童館） 

第４条 地域型児童館は、児童の身近な地域センターとして、基幹型児童館のも

と次に掲げる事業を行う。 

(1) 児童の遊びに関すること。 

(2) 乳幼児親子（妊婦を含む。）の子育て支援に関すること。 
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(3) 小学生（小学校に在籍する児童）の育成及び活動支援に関すること。 

(4) 中学生及び高校生（おおむね 12歳以上 18歳未満の者）の育成及び活動支

援に関すること。 

(5) 児童の育ち支援に関すること。（児童が自ら育っていくこと、児童自身が

持っている力をのばしていくことを支援すること。） 

(6) 食育に関すること。 

(7) 地域の子育てに関するボランティアや人材の育成及び支援に関すること。 

(8) 保護者の子育て支援及び子育て相談に関すること。 

(9) 児童の悩み相談に関すること。 

(10) 児童にやさしい地域づくりに関すること。 

(11) 地域の子育て支援団体との協働及びその支援に関すること。 

  

解説  

第３条では、「地域型児童館」の機能を規定しています。旧条例では第４条として規定さ

れており、条番号が変更されました。 

令和 7 年 4 月に改正された「児童館ガイドライン」の第３章「児童館の機能・役割」及

び、第 4 章「児童館の活動内容」の記載内容を参考に、これまで「対象別」や「機能別」の

記載が混在していたものを、「機能別」に整理しなおしました。なお、これまで実施してき

た事業内容は継続します。 

また、日野市立児童館の基礎的な機能であることから、本条の役割は基幹型児童館（第３

条の２）・センター館（第４条）にも共通して適用されるものとして位置づけられていま

す。旧条例と新条例の記載事項の対応表は以下の通りです。 

≪旧条例と新条例の記載事項の対応表≫ 

旧条例第４条の記載事項（事業内容） 新条例第 3条での受け皿 

(1) 児童の遊び (1) 

(2) 乳幼児親子（妊婦を含む）の子育て支援 (5) 

(3) 小学生の育成・活動支援 (1)(2) 

(4) 中学生・高校生の育成・活動支援 (2) 

(5) 児童の育ち支援 (1) 

(6) 食育 (6) 

(7) ボランティア・人材の育成支援 (9) 

(8) 保護者の子育て支援・相談 (5) 

(9) 児童の悩み相談 (4) 

(10) 児童にやさしい地域づくり (7) 

(11) 地域の子育て支援団体との協働・支援 (8) 
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新 

（基幹型児童館） 

第３条の２ 基幹型児童館は、次に掲げる事業を行う。 

(1) 第３条各号に規定する事業の実施に関すること 

(2) 地域の児童の健全育成の統括 

(3) 地域の子育て事業の企画及び総合調整に関すること。 

(4) 第５条第１項に規定する学童クラブ事業の指導及び運営に関すること。 

  

旧 

（基幹型児童館） 

第３条 基幹型児童館は、地域の子育て子育ち支援の中核を担う総合施設として、

次に掲げる事業を行う。 

(1) 地域型児童館の指導及び運営に関すること。 

(2) 第５条第１項第１号に規定する学童クラブ事業の指導及び運営に関する

こと。 

(3) 第５条第１項第２号に規定するひのっち事業の指導及び運営に関するこ

と。 

(4) 保育所及び幼稚園との連携に関すること。 

(5) 日野市立子ども家庭支援センターとの連携に関すること。 

(6) 健康福祉部の健康事業との連携に関すること。 

(7) 地域の子育て事業の企画及び総合調整に関すること。 

(8) 地域の子育て支援団体との協働及びその支援に関すること。 

(9) 次条に規定する地域型児童館で行う事業（同条第 11 号に規定する事業を

除く。）の実施に関すること。 

  

解説  

第３条の２では基幹型児童館の機能を規定しています。旧条例では第３条として規定され

ており、条番号が変更されました。 

基幹型児童館は、第 3 条（地域型児童館）に規定する基礎的機能に加え、担当地域におけ

る児童健全育成の統括、地域の子育て事業の企画・総合調整、学童クラブ事業の指導・運営

を主な役割とします。市内に４館（あさひがおか・さかえまち・ひらやま・みさわ）が設置

されており、センター館と一般の児童館をつなぐ中間拠点として機能します。 

旧条例で規定していた機能、役割を再検討し、基礎的な機能と考えられるものは第３条に

規定しています。 

 

新 （センター館） 
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第４条 センター館は、次に掲げる事業を行う。 

(1) 第３条各号に規定する事業の実施に関すること。 

(2) 市内児童館及び第５条第１項に規定する学童クラブ事業の総合調整に関

すること。 

(3) 児童の声を聴く取組の総合調整に関すること。 

(4) 市内児童館の中高生世代対応の取りまとめに関すること。 

(5) 各課事業との総合調整及び連携に関すること。 

  
旧 （新設） 

  

解説  

第４条では、新たに設置した「センター館」の機能について規定しています。 

センター館は、地域型児童館（第 3 条）に規定する基礎的機能に加え、市内児童館の中心

として、総合調整、取りまとめ、各課との連携を担い、児童館と他部署、地域をつなぐハブ

の役目を果たします。 

 

新 

（中高生対応館） 

第４条の２ センター館並びに、日野市立たまだいら児童館ふれっしゅ及び日野

市立みなみだいら児童館ぷらねっとについては、中高生対応館として、特に中高

生世代の居場所としての機能を強化する。 

  
旧 （新設） 

  

解説  

第 4 条の 2 は、中高生の対応をより強化する児童館として、「中高生対応館」について新た

に規定しています。 

中高生世代の対応は全児童館で実施しておりますが、その中でも、利用時間や開館日を変更

するなど、より中高生世代の居場所としての機能を強化することを目的に、センター館となる

まんがんじ児童館、たまだいら児童館ふれっしゅ、みなみだいら児童館ぷらねっとの３館を中

高生対応館として指定しました。この指定を受けて、第６条（休館日）および第７条（使用時

間）において、他の児童館とは異なるルールが適用されます。 

 

新 
（学童クラブ） 

第５条 児童館は、児童に遊びや生活の場を提供する学童クラブ事業を行う。 
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２ 前項に規定する事業は、児童館に設けられた育成室及び分室（以下「育成

室等」という。）において行うものとする。 

  

旧 

（学童クラブ及びひのっち） 

第５条 児童館は、小学生の放課後育成事業として、次に掲げる事業を行う。 

(1) 児童に遊びや生活の場を提供する学童クラブ事業 

(2) 児童に遊びや体験の場を提供するひのっち事業 

２ 前項第１号に規定する事業は、基幹型児童館及び地域型児童館に設けられ

た育成室及び分室（以下「育成室等」という。）において行うものとする。 

３ 第１項第２号に規定する事業は、日野市立小学校等を利用して行うものと

する。 

  

解説  

第 5 条は、学童クラブ事業の根拠と実施場所を規定しています。 

旧条例では見出しを「学童クラブ及びひのっち」としておりましたが、改正により「学童ク

ラブ」に変更し、学童クラブ事業のみを規定する形に整理しました。なお、ひのっち事業につ

いては、第５条の２に独立して規定されています。 

 

新 

（放課後子ども教室「ひのっち」との連携） 

第５条の２ 児童館は、児童に遊びや体験の場を提供する放課後子ども教室「ひ

のっち」事業と連携する。 

  
旧 （新設） 

  

解説  

第 5 条の 2 は、放課後子ども教室「ひのっち」との連携を規定しています。 

「ひのっち」は市内小学校等を活用して実施される放課後子ども教室であり、要綱で必要事

項を定めて実施しています。 

日野市では、小学生の放課後等の居場所として、児童館、学童クラブ、ひのっちの 3 つの居

場所を整備しており、それぞれの連携は必須であることから、条例上もその旨を明文化してい

ます。 

 

新 
（休館日） 

第６条 児童館の休館日は、次に定めるとおりとする。 
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(1) 日曜日（第４条の２に規定する中高生対応館については月曜日。ただ

し、月曜日が国民の祝日に関する法律（昭和 23 年法律第 178 号）に規定する

休日（１月１日を除く。）に当たるときはその翌日） 

(2) 国民の祝日に関する法律に規定する休日 

(3) １月２日及び同月３日 

(4) 12 月 29 日から同月 31日まで 

２ 前項の規定にかかわらず、市長が特に必要があると認めるときは、これを変

更し、又は臨時に休館日を定めることができる。 

  

旧 

（休館日） 

第６条児童館の休館日は、次に定めるとおりとする。 

(1) 日曜日（日野市立たまだいら児童館ふれっしゅ及び日野市立みなみだいら

児童館ぷらねっとについては月曜日。ただし、月曜日が国民の祝日に関する

法律（昭和 23 年法律第 178 号）に規定する休日（１月１日を除く。）に当

たるときはその翌日） 

(2) 国民の祝日に関する法律に規定する休日 

(3) １月２日及び同月３日 

(4) 12 月 29 日から同月 31日まで 

２ 前項の規定にかかわらず、市長が特に必要があると認めるときは、これを変

更し、又は臨時に休館日を定めることができる。 

  

解説  

第 6 条は、児童館の休館日を規定しています。 

旧条例では個別施設名を列記することで、中高生世代の居場所機能を強化している児童館に

ついて、月曜休館の特例を定めていましたが、第４条の２で中高生対応館を新たに規定したこ

とから、条文を参照する形式に改正しています。 

中高生世代は、小学生までよりも活動時間が長くなることから、平日よりも日曜日の利用が

しやすい傾向があり、そのニーズに応えるため、日曜日を開館し、代わりに月曜日を休館日と

しています。 

 

新 

（使用時間等） 

第７条 児童館（育成室等を除く。以下次条から第 11 条まで及び第 16条におい

て同じ。）の使用時間は、午前９時 30 分から午後６時まで（第４条の２に規

定する中高生対応館については午前９時 30 分から午後７時まで（ただし、セ
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ンター館については、土曜日、日曜日を除く））とする。ただし、市長が特に

必要があると認めるときは、これを変更することができる。 

２ 育成室等において行う学童クラブ事業の育成時間は、下校時から午後５時 45

分までとする。ただし、小学校の休業日においては、午前８時から午後５時 45

分までとする。 

３ 市長は、第９条第２項の規定により学童クラブに入所した児童の保護者の就

労条件及び家庭の状況等を考慮し、必要と認めるときは、午後７時を限度とし

て育成時間を延長することができる。 

４ 前項に規定する延長育成を利用しようとする児童の保護者は、市長の承認を

受けなければならない。 

  

旧 

（使用時間等） 

第７条 児童館（育成室等を除く。以下次条から第 11 条まで及び第 16条におい

て同じ。）の使用時間は、午前９時 30 分から午後６時まで（日野市立たまだ

いら児童館ふれっしゅ及び日野市立みなみだいら児童館ぷらねっとについては

午前９時 30分から午後７時まで）とする。ただし、市長が特に必要があると

認めるときは、これを変更することができる。 

２ 育成室等において行う学童クラブ事業の育成時間は、下校時から午後５時 45

分までとする。ただし、小学校の休業日においては、午前８時から午後５時 45

分までとする。 

３ 市長は、第９条第２項の規定により学童クラブに入所した児童の保護者の就

労条件及び家庭の状況等を考慮し、必要と認めるときは、前項の育成時間を変

更することができる。 

  

解説  

第 7 条は、児童館の使用時間と学童クラブの育成時間を規定しています。 

第１項では、児童館の使用時間を定めており、第６条と同様に個別施設名の列記から「第４

条の２に規定する中高生対応館」を参照する方式に変更されています。 

第 6 条同様に、中高生世代の利用しやすさを考慮して、使用時間を午後 7 時までと、他の児

童館よりも 1 時間長く設定しております。 

第 2 項では、学童クラブの通常の育成時間について規定しています。 

第３項では、午後 7 時までの時間延長が可能であることを規定しています。旧条例では、付

則に規定されていましたが、今回の改正で本則に規定することとしました。 

第 4 項では、延長を必要とする場合には、市長の承認が必要であることを規定しています。 
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新 

（使用対象者等） 

第８条 児童館の使用対象者は、次の各号のいずれかに該当するものとする。 

(1) 日野市内に住所を有し、法第４条に規定する児童（ただし、幼児は保護者

の付添いを必要とする。） 

(2) 前号に規定する児童の保護者 

(3) 日野市内で児童の健全な育成のための活動をしている団体 

２ 学童クラブ事業の対象者は、次の各号のいずれかに該当し、かつ、保護者が

労働等により昼間家庭にいない児童であって、規則で定めるものとする。 

(1) 日野市内に住所を有する児童 

(2) 日野市立小学校に就学している児童 

  

旧 

（使用対象者等） 

第８条 児童館の使用対象者は、次の各号のいずれかに該当するものとする。 

(1) 日野市内に住所を有し、児童福祉法第４条に規定する児童（ただし、幼児

は保護者の付添いを必要とする。） 

(2) 前号に規定する児童の保護者 

(3) 日野市内で児童の健全な育成のための活動をしている団体 

２ 学童クラブ事業の対象者は、日野市内に住所を有し、かつ、保護者が労働等

により昼間家庭にいない小学校に就学している児童であって、規則で定めるも

のとする。 

３ ひのっち事業の対象者は、日野市内に住所を有し、次の各号のいずれかに該

当する者とする。 

(1) 小学校に就学している児童 

(2) その他、市長が特に必要と認める児童 

  

解説  

第 8 条は、各事業の利用対象者を規定しています。 

第１項では、児童館、第 2 項では学童クラブの対象者を規定しています。 

学童クラブの対象者は、日野市内に在住しているか、または他市に在住しながら日野市立小

学校に就学している児童のうち、就労等の条件を満たす方となります。他市に在住し市内小学

校に就学している児童に対しての規定がされておりませんでしたが、運用上は利用可能として

いることから、条文を実態に合わせて改正します。また、細かな規定は規則で定めているた

め、前提条件以外の部分は「規則で定める」として、委任しています。 

また、改正前は第 3 項にひのっちの対象者について規定をしていましたが、第 1 条の改正に

よって本条例ではひのっちの事業内容についての規定をしないこととしたため、削除していま

す。 
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改正

なし 

（使用及び入所の手続） 

第９条 児童館を使用しようとするものは、規則で定める手続によらなければな

らない。 

２ 学童クラブ事業のサービスを受けようとする児童の保護者は、規則で定める

ところにより市長に申請し、学童クラブ入所の決定を受けなければならない。 

  

解説  

第 9 条は、施設使用および学童クラブ入所の手続を規定しています。 

児童館の使用手続は規則で定めます。 

学童クラブについては単なる施設利用と異なり、保護者の就労状況等の要件審査が伴うた

め、保護者が市長に申請し入所の決定を受ける必要があります。具体的な申請書類や審査基

準、決定の手続等は規則に委任されており、適正な選考、決定を確保しています。 

 

改正

なし 

（使用及び入所の制限等） 

第 10 条 市長は、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、児童館の使用

を制限し、又は禁止することができる。 

(1) 児童の健全な育成を阻害するおそれがあるとき。 

(2) この条例及びこの条例に基づく規則の定める事項に違反したとき。 

(3) 災害その他の事故により使用できなくなったとき。 

(4) その他管理上支障があると認めるとき。 

２ 市長は、前項各号のいずれかに該当すると認めるときは、学童クラブの入所を

制限し、又は取り消すことができる。 

  

解説  

第 10 条は、施設使用の制限及び学童クラブ入所の制限等について規定しています。 

児童の健全育成の阻害や条例違反、災害等の事由がある場合に施設の使用を制限、又は禁止で

きることとしています。 

また同様の事由により、学童クラブの入所を制限、又は取り消すこともできることとしてお

り、いずれも、施設の安全や適切な管理と、他の利用児童の保護を目的として規定しています。 

 

新 
（使用料） 

第 11 条 児童館の使用料は、無料とする。 
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２ 学童クラブに入所した児童の保護者から徴収する費用（以下「学童クラブ

費」という。）の額は、児童１人につき月額 6,000 円とする。 

３ 第７条第４項の規定により延長育成の承認を受けた児童の保護者は、児童１

人につき、第２項に定める額のほか、次の各号に掲げる区分に応じそれぞれ当

該各号に定める費用（以下「延長育成費」という。）を別に納入しなければな

らない。 

(1) 午後６時30分までの延長育成月額1,500円 

(2) 午後７時までの延長育成月額2,500円 

４ 学童クラブに入所した児童の保護者は、規則で定めるところにより学童クラ

ブ費及び延長育成費（以下「学童クラブ費等」という。）を納入しなければな

らない。 

  

旧 

（使用料） 

第 11 条 児童館の使用料は、無料とする。 

２ 学童クラブに入所した児童の保護者から徴収する費用（以下「学童クラブ

費」という。）の額は、児童１人につき月額 6,000 円とする。 

３ 学童クラブに入所した児童の保護者は、規則で定めるところにより学童クラ

ブ費を納入しなければならない。 

  

解説  

第 11 条は、使用料について規定しています。 

第 1 項では、児童館の使用料が無料であることを、第 2 項では、学童クラブの通常の育成費

用について定めています。 

第３項を新設し、延長育成費について定めました。旧条例では附則（経過措置）として延長

育成費の規定が置かれていましたが、改正により本条に組み込みました。これに伴い、第４項

は旧条例の第 3 項から繰り下がっています。 

 

新 

（学童クラブ費等の減免） 

第 12 条 市長は、特別の理由があると認めるときは、規則で定めるところにより

学童クラブ費等を減額し、又は免除することができる。 

  

旧 

（学童クラブ費の減免） 

第 12 条 市長は、特別の理由があると認めるときは、規則で定めるところにより

学童クラブ費を減額し、又は免除することができる。 

  

解説  
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第 12 条は、学童クラブ費の減額、免除について規定しています。 

具体的な理由は規則に委任していますが、すべての児童が経済的な理由で学童クラブを利用

できない事態が生じないよう、セーフティネットとして規定しています。 

第 11 条で、学童クラブ費と延長育成費を合わせて、「学童クラブ費等」とすることとした

ため、対象文言を修正しています。 

 

新 

（学童クラブ費等の不還付） 

第 13 条 既納の学童クラブ費等は、還付しない。ただし、市長は、特別の理由が

あると認めるときは、その額の全部又は一部を還付することができる。 

  

旧 

（学童クラブ費の不還付） 

第 13 条 既納の学童クラブ費は、還付しない。ただし、市長は、特別の理由があ

ると認めるときは、その額の全部又は一部を還付することができる。 

  

解説  

第 13 条は、既納の学童クラブ費の取扱いについて規定しています。 

一度納入した学童クラブ費は原則として還付（返金）しないこととしています。これは、学

童クラブ費が月ごとの運営経費に充てられるものであり、例えば実質的に利用がなかった場合

でも、退所届が出されるまではその児童の利用があるものとして準備をすることから、安定し

た学童クラブの運営のため、本条で規定しています。 

ただし、第 12 条で定めている減免規定が適用され、既に納入した学童クラブ費と、本来納

入していただくべき学童クラブ費に差異が生じた場合など、市長が特別の理由があると認めた

際は、全部または一部を還付することができることとしています。 

第 12 条と同様に対象文言を修正しています。 

 

改正

なし 

（指定管理者による管理） 

第 14 条 地域型児童館（育成室を除く。以下この条及び次条において同じ。）の

管理は、地方自治法（昭和 22 年法律第 67号）第 244 条の２第３項の規定によ

り、法人その他の団体であって市長が指定するもの（以下「指定管理者」とい

う。）に行わせることができる。 

２ 前項の規定により地域型児童館の管理を指定管理者に行わせる場合は、第６

条及び第７条第１項の規定にかかわらず、当該指定管理者は、必要があると認

めるときは、あらかじめ市長の承認を得て、地域型児童館の休館日を変更し、

若しくは別に定め、又は使用時間を変更することができる。 
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３ 第１項の規定により地域型児童館の管理を指定管理者に行わせる場合は、第

10条第１項の規定中「市長」とあるのは「指定管理者」と、「児童館」とある

のは「地域型児童館（育成室を除く。）」と読み替えるものとする。 

  

解説  

第 14 条は、指定管理者制度の適用について規定しています。 

地方自治法第 244 条の２第３項に基づき、市長が指定する法人等（指定管理者）に地域型児

童館の管理を委ねることができることとしています。 

また、指定管理者は市長の承認を得て休館日や使用時間を変更できること、また使用制限や

禁止の権限も指定管理者に読み替えられることを定めています。これにより、現場での迅速な

対応が可能となっています。 

 

 

改正

なし 

（指定管理者の業務） 

第 15 条 指定管理者は、次に掲げる業務を行うものとする。 

(1) 第４条に掲げる事業の実施に関する業務 

(2) 地域型児童館の施設等の維持及び修繕に関する業務 

(3) 市長が特に必要と認める業務 

(4) 前３号に掲げるもののほか、指定管理者が地域型児童館の管理上必要と認

める業務 

  

解説  

第 15 条は、指定管理者が担う業務について規定しています。 

 

改正

なし 

（原状回復の義務） 

第 16 条 児童館を使用するものは、児童館の使用が終了したとき又は第 10条の

規定により使用を取り消されたときは、速やかに原状に回復しなければならな

い。 

  

解説  

第 16 条は、利用者の原状回復義務について規定しています。 

公の施設として適切な状態を維持するための、一般的な規定として定めています。 

 

 



19 

改正

なし 

（委任） 

第 17 条 この条例の施行について必要な事項は、市長が別に定める。 

  

解説  

第 17 条は、条例施行に関する委任規定について規定しています。 

条例を具体的に実行するために必要な事項（申請書様式、審査基準、減免の具体的基準、学

童クラブ費の納入方法等）は市長が別に定めることとしています。これにより、条例本体を簡

潔に保ちながら、実務上の詳細を規則や要綱等で柔軟に対応できる体制が確保されています 

 

付則  

改正

なし 

（施行期日） 

１ この条例は、平成 21年４月１日から施行する。 

  

解説  

付則第 1 項は本条例の施行日を定めています。 

本条例は平成 20 年 12 月 24 日に全部改正され、平成 21 年４月１日から施行されています。 

 

新 削除 

  

旧 

（基幹型児童館の整備） 

２ 市は、人的及び施設的環境を整えることにより、順次、地域型児童館を基

幹型児童館として整備し、基幹型児童館の数を５館とするものとする。 

  

解説  

旧条例の付則第 2 項は基幹型児童館の整備を進めていくことについて規定していました。 

今回の条例改正に伴い、センター館を 1 館、基幹型児童館を 4 館とすることが定められ、こ

れ以降、基幹型児童館を増やす計画はないことから、削除しています。 

 

新 （経過措置） 
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２ この条例の施行の際、現に改正前の日野市立児童館条例の規定により入会の

決定を受けて学童クラブに在籍している児童は、この条例の規定による学童ク

ラブ入所の決定を受けた児童とみなす。 

  

旧 

（経過措置） 

３ この条例の施行の際、現に改正前の日野市立児童館条例の規定により入会の

決定を受けて学童クラブに在籍している児童は、この条例の規定による学童ク

ラブ入所の決定を受けた児童とみなす。 

  

解説  

新条例の付則第 2 項は学童クラブの経過措置について規定しています。 

改正前の条例に基づき既に学童クラブに在籍している児童は、新条例による入所決定を受け

た児童とみなします。これにより、条例改正に際して在籍中の児童が不利益を受けることなく

継続して学童クラブを利用できるよう、法的安定性が確保されています。 

今回の旧条例の付則第 2 項が削除されたことから、付則第 3 項から繰り上がっています。。 

 

 

新 削除 

  

旧 

（学童クラブ事業の特例） 

４ 当分の間、第８条第２項の規定にかかわらず、保護者が労働等により昼間家

庭にいない小学校の第１学年から第３学年までに在籍する児童及び心身に障害

を有し、保護者が労働等により昼間家庭にいない小学校の第４学年から第６学

年までに在籍する児童を同項の対象とする。ただし、保護者が労働等により昼

間家庭にいない小学校の第４学年に在籍する児童（心身に障害を有する児童を

除く。）にあっては、小学校の夏季休業日のうち８月に属する日までの間に限

り、同項の対象とする。 

  

解説  

旧条例の付則第 4 項は、学童クラブの利用者の要件について、また、ただし書き以降で、小

学校 4 年生を特例として夏休みの 8 月の 1 か月のみ利用対象とすることについて規定していま

した。 

新条例第 8 条により、学童クラブの利用者の要件はすべて規則に委任することとしたため、

ただし書き以降の 4 年生の特例を含め、すべてを削除しています。 
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新 削除 

  

旧 

（育成時間の延長等） 

５ 当分の間、第７条第２項の規定にかかわらず、第９条第２項の決定を受け、

かつ、特に必要があると認める児童にあっては、午後７時を限度として育成時

間を延長することができる。 

  

解説  

旧条例の付則第 5 項は学童クラブの育成時間の延長について規定していました。 

今回の改正により、新条例第 7 条第 3 項に定めることとしたため、付則から削除していま

す。 

 

 

新 削除 

  

旧 
６ 前項に規定する延長育成を利用しようとする児童の保護者は、市長の承認を

受けなければならない。 

  

解説  

旧条例の付則第 6 項は学童クラブの育成時間の延長について、市長の承認が必要なことを規

定していました。 

今回の改正により、新条例第 7 条第 4 項に定めることとしたため、付則から削除していま

す。 

 

 

新 削除 

  

旧 

７ 前項の規定により延長育成の承認を受けた児童の保護者は、児童１人につ

き、第11条第２項に定める額のほか、次の各号に掲げる区分に応じそれぞれ当

該各号に定める延長育成費を別に納入しなければならない。ただし、市長が特

別の理由があると認めるときは、延長育成費を減額し、又は免除することがで

きる。 

(1) 午後６時30分までの延長育成月額1,500円 

(2) 午後７時までの延長育成月額 2,500 円 

  

解説  



22 

旧条例の付則第 7 項は学童クラブの延長育成費について、規定していました。 

今回の改正により、新条例第 11 条第 3 項に定めることとしたため、付則から削除していま

す。 

 

別表  

新 

別表第１（第２条関係） 

地域型児童館 

名称 位置 

日野市立もぐさだい児童館 日野市百草999番地 

日野市立ひの児童館 日野市日野本町七丁目５番地

の23 

日野市立しんめい児童館 日野市神明三丁目10番地の４ 

日野市立たまだいら児童館ふれっしゅ 日野市多摩平二丁目９番地 

日野市立みなみだいら児童館ぷらねっ

と 

日野市南平六丁目12番地の113 

 

  

旧 

別表第２（第２条関係） 

地域型児童館 

名称 位置 

日野市立もぐさだい児童館 日野市百草999番地 

日野市立ひの児童館 日野市日野本町七丁目５番地

の23 

日野市立みさわ児童館 日野市三沢217番地の１ 

日野市立しんめい児童館 日野市神明三丁目10番地の４ 

日野市立たまだいら児童館ふれっしゅ 日野市多摩平二丁目９番地 

日野市立みなみだいら児童館ぷらねっ

と 

日野市南平六丁目12番地の113 

日野市立まんがんじ児童館 日野市万願寺四丁目20番地 
 

  

解説  

別表第１は地域型児童館について表記しています。 

今回の改正により、みさわ児童館が基幹型児童館となり、別表第 2 に追加されたため、別表

第１の地域型児童館は 5 館体制となります。 
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新 

別表第２（第２条関係） 

基幹型児童館 

名称 位置 

日野市立基幹型あさひがおか児童館 日野市旭が丘二丁目42番地の

５ 

日野市立基幹型さかえまち児童館 日野市栄町二丁目13番地の４ 

日野市立基幹型ひらやま児童館 日野市平山三丁目26番地の３ 

日野市立基幹型みさわ児童館 日野市三沢217番地の１ 
 

  

旧 

別表第１（第２条関係） 

基幹型児童館 

名称 位置 

日野市立基幹型あさひがおか児童館 日野市旭が丘二丁目42番地の

５ 

日野市立基幹型さかえまち児童館 日野市栄町二丁目13番地の４ 

日野市立基幹型ひらやま児童館 日野市平山三丁目26番地の３ 
 

  

解説  

別表第 2 は基幹型児童館について表記しています。 

今回の改正により、別表第 1 を地域型児童館としたことから、表番号がずれ、別表第 2 とし

ています。また、みさわ児童館を基幹型児童館に新たに加え、基幹型児童館は 4 館体制となり

ます。 

 

新 

別表第３（第２条関係） 

センター館 

名称 位置 

日野市立センター館まんがんじ児童館 日野市万願寺四丁目20番地 
 

  
旧 新設 

  

解説  

別表第３はセンター館について表記しています。 

今回の改正により、新たにセンター館を定めたことから、新たな別表第３としました。 
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新 

別表第４（第２条関係） 

分室 

名称 位置 

日野市立基幹型あさひがおか児童館さく

ら第二分室 

日野市多摩平六丁目21番地 

日野市立基幹型あさひがおか児童館五小

分室 

日野市多摩平六丁目21番地 

日野市立基幹型あさひがおか児童館さく

ら第一分室 

日野市多摩平三丁目21番地 

日野市立基幹型あさひがおか児童館旭が

丘東分室 

日野市旭が丘二丁目１番地 

日野市立基幹型あさひがおか児童館あさ

ひがおか分室 

日野市旭が丘五丁目21番地

の１ 

日野市立基幹型あさひがおか児童館たき

あい分室 

日野市西平山二丁目３番地

の１ 

日野市立基幹型あさひがおか児童館たけ

のこ分室 

日野市西平山二丁目３番地

の１ 

日野市立基幹型さかえまち児童館ひのだ

い分室 

日野市日野台二丁目１番地 

日野市立基幹型さかえまち児童館七小分

室 

日野市神明三丁目２番地 

日野市立基幹型さかえまち児童館東光寺

小分室 

日野市新町三丁目24番地の

１ 

日野市立基幹型さかえまち児童館一小分

室 

日野市日野本町二丁目14番

地の１ 

日野市立基幹型さかえまち児童館四小分

室 

日野市大字石田430番地 

日野市立基幹型さかえまち児童館四小あ

おぞら分室 

日野市大字石田430番地 

日野市立基幹型さかえまち児童館ふたば

分室 

日野市日野本町六丁目１番

地の３ 
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日野市立基幹型ひらやま児童館豊田小い

なほ分室 

日野市東豊田二丁目13番地

の２ 

日野市立基幹型ひらやま児童館豊田小た

んぽぽ分室 

日野市東豊田二丁目13番地

の２ 

日野市立基幹型ひらやま児童館豊田小す

みれ分室 

日野市東豊田二丁目14番地

の１ 

日野市立基幹型ひらやま児童館平山小分

室 

日野市平山四丁目８番地の

６ 

日野市立基幹型ひらやま児童館南平小分

室 

日野市南平四丁目18番地の

１ 

日野市立基幹型ひらやま児童館南平小よ

つば分室 

日野市南平四丁目18番地の

１ 

日野市立基幹型みさわ児童館じゅんとく

分室 

日野市高幡402番地 

日野市立基幹型みさわ児童館万願寺分室 日野市万願寺五丁目14番地

の４ 

日野市立基幹型みさわ児童館たかはた分

室 

日野市高幡1011番地 

日野市立基幹型みさわ児童館三沢分室 日野市三沢一丁目17番地の

２ 

日野市立基幹型みさわ児童館夢が丘小分

室 

日野市程久保550番地 

日野市立基幹型みさわ児童館七生緑小分

室 

日野市百草896番地の１ 

 

  

旧 

別表第３（第２条関係） 

分室 

名称 位置 

日野市立基幹型あさひがおか児童館さく

ら第二分室 

日野市多摩平六丁目21番地 

日野市立基幹型あさひがおか児童館五小

分室 

日野市多摩平六丁目21番地 

日野市立基幹型あさひがおか児童館さく

ら第一分室 

日野市多摩平三丁目21番地 

日野市立基幹型あさひがおか児童館旭が

丘東分室 

日野市旭が丘二丁目１番地 
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日野市立基幹型あさひがおか児童館あさ

ひがおか分室 

日野市旭が丘五丁目21番地

の１ 

日野市立基幹型さかえまち児童館ひのだ

い分室 

日野市日野台二丁目１番地 

日野市立基幹型さかえまち児童館七小分

室 

日野市神明三丁目２番地 

日野市立基幹型さかえまち児童館東光寺

小分室 

日野市新町三丁目24番地の

１ 

日野市立基幹型ひらやま児童館豊田小い

なほ分室 

日野市東豊田二丁目13番地

の２ 

日野市立基幹型ひらやま児童館豊田小た

んぽぽ分室 

日野市東豊田二丁目13番地

の２ 

日野市立基幹型ひらやま児童館豊田小す

みれ分室 

日野市東豊田二丁目14番地

の１ 

日野市立基幹型ひらやま児童館平山小分

室 

日野市平山四丁目８番地の

６ 

日野市立基幹型ひらやま児童館たきあい

分室 

日野市西平山二丁目３番地

の１ 

日野市立基幹型ひらやま児童館たけのこ

分室 

日野市西平山二丁目３番地

の１ 

日野市立基幹型ひらやま児童館南平小分

室 

日野市南平四丁目18番地の

１ 

日野市立基幹型ひらやま児童館南平小よ

つば分室 

日野市南平四丁目18番地の

１ 

日野市立ひの児童館一小分室 日野市日野本町二丁目14番

地の１ 

日野市立ひの児童館四小分室 日野市大字石田430番地 

日野市立ひの児童館四小あおぞら分室 日野市大字石田430番地 

日野市立みさわ児童館じゅんとく分室 日野市高幡402番地 

日野市立みさわ児童館万願寺分室 日野市万願寺五丁目14番地

の４ 

日野市立みさわ児童館たかはた分室 日野市高幡1011番地 

日野市立みさわ児童館三沢分室 日野市三沢一丁目17番地の

２ 

日野市立みさわ児童館夢が丘小分室 日野市程久保550番地 
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日野市立みさわ児童館七生緑小分室 日野市百草896番地の１ 
 

  

解説  

別表第 4 は分室について表記しています。 

今回の改正により、新たな別表第３をセンター館としたことから、表番号がずれ、別表第 4

としています。また、各分室を担当する児童館を見直し、再編成したこと、みさわ児童館が基

幹型児童館となったこと等を反映し、改正しています。 

 


